
教師が話す言葉を理解するための
カード型教材を制作。

岐阜県は、外国にルーツを持ち日
本語指導を必要とする児童・生徒が
多くいる地域です。教育実習を終え
たゼミ生との会話から、そのような
子どもが授業に参加するための支
援の必要性を知りました。さっそく
同じ問題意識を持つ教育学部の教
員で研究グループを作り調査を開
始。実態を調査すると、学校生活や
日常生活に必要な日本語を学ぶ教

材はあっても、授業の理解や授業に
参加しやすくするための教材は十分
ではない現状が見えてきました。

私が専門とする教育工学では、
「教育・学習活動をより良くする方
法」を、現状を調査したうえで検討
し、それを実践と評価・分析を繰り
返して完成させていきます。その
ため、教育工学研究として日本語指
導が必要な子どもが授業に参加す
るための支援ができるのではない
かと考えました。

まず取り組んだのは、授業を行う

先生となる教育学部の学生向けに
日本語指導の必要な児童・生徒のた
めの教育プログラムを開発しまし
た。同時期に、小学校の先生でもあ
る大学院生の福島貴子さんが修士
研究として、日本語指導が必要な児
童のための教材開発に着手しまし
た。教師が話していることを推測
できれば授業に参加しやすくなる
という仮説をもとに、どんな教材に
するかを、調査を繰り返しながら考
えていきました。そして、日本語指
導が必要な児童の多くは、親が学習

先生が授業で話す言葉が分からないまま学校で1日を過ごす――想像しただけでつらいですが、外国にルーツを持つ児

童のなかには、そのような子が大勢います。こうした日本語指導を必要とする子どもたちの授業参加を後押しするた

め、授業でよく使われる15種類の動詞を、遊びながら楽しく学べるカードゲーム教材を開発しました。

外国にルーツを持つ児童が
授業に必要な日本語を遊びながら学べる、

「いみあわせかあど」を開発。

岐 大 で 生 ま れ る も の 。

最先端研究の現場。

岐阜大学教育学部 学校教育講座

今井 亜湖 教授

い、子どもたち自身でワークシートを
挟むという操作をすることで、「こん
なに古墳があるんだ！」と実感でき
るツールになっています。
「学びの面白さをたくさんの人に

味わってもらいたい」が私のモッ
トーです。学ぶことは、ゲームより何
よりも面白い。そのことをどう伝え
るか。一つの答えが「いみあわせか
あど」。子どもたちが「この言葉知っ
てる！」と、その先の学びを楽しむ
きっかけになればと思っています。
また、教育学部の学生には、自分自
身が学びの面白さを知り、子どもた
ちに伝えられる人になってほしいで
すね。教育学部も教育現場も多彩な
教科の専門家が集まっているため、
コラボレーションすることで、一人
ではできないことも実現できる可能
性に満ちた場です。その魅力を学生
に伝えられるよう、私自身が研究を
もっと楽しみたいと思います。

私は技術の教員を目指して岐阜
大学に入学し、折りたたみ机の設
計と製作、歯車の設計などを夢中に
なって行いました。もっと学びを深
めたいと修士課程へ進み、旅先のエ
ジプトで出会った現地国立大学の教
員との議論などを通じて、「学校と大
学の懸け橋となる仕事に就きたい」
と研究者の道へ。岐阜大学赴任後は
現職教師向けのインターネット型大
学院の立ち上げ（現代GP）に携わり、
終了後は複数の教科で使用できる
教材の開発や学習環境の構築に取
り組んでいます。近年は、岐阜市と
本巣市の境にある、船来山古墳群を
テーマとするふるさと学習の教材を
開発。鳥

ちょうかんず

瞰図を印刷したクリアファ
イルに、古墳がプロットされたワーク
シートを挟む簡単な仕掛けの教材で
す。展示パネルをただ見るのとは違

をバックアップできる環境にない
ため、一人でも手軽に使えるカー
ドゲーム式の教材を開発すること
にしました。教材で学ぶ言葉は「動
詞」に着目しました。「窓を開ける」

「席を空ける」など、同じ音で異な
る意味を持ち、授業で使われる動
詞をチョイス。楽しく学べるよう、
トランプの神経衰弱のように、同
じ意味の動詞が使われているカー
ドを見つける「いみあわせ」にた
どり着きました。

こうして生まれた「いみあわせ
かあど」のプロトタイプ評価を依
頼した市の教育委員会を訪れる
と、「こんな教材を待っていた！」
と快諾。対象となる児童に2週間
使ってもらった結果、児童の日本語
の理解度がわずかながら上昇。終
了後のアンケートでも高評価をい
ただき、使い込まれてボロボロに
なったカードを見て、ニーズを確信
しました。

その後、クラウドファンディング
で資金を募り、協力校にはお礼と
して完成品を配布。さらに教材会
社からの申し出を受け、製品化が
実現しました。今後は福島さんが
中心となり、「いみあわせかあど」
の第2弾の開発を進める予定です。

学ぶ楽しさを、子どもたちや
教員となる学生たちに伝えたい！

船来山古墳群スケルトン教材

「いみあわせかあど」の遊び方

① 同音異義語の動詞から、同じ意味で使われて
いる動詞のカードのペアを探す

② 同じ意味で使われてい
る動詞のカードのペア
が見つかったら裏返す

◎「いみあわせかあど」で学ぶ言葉は、一つの「読み」に対して
　二つの「意味」を持つ15個の動詞、計60枚
◎プレイ人数：1人〜　◎対象年齢：小学校低学年〜
◎難易度のレベルを★印の数で表示

漢字が
現れたら 正解!

私が校長を務めていた小学校に、日本語が分からないために授業に参
加できない子どもがいました。クラスに「いるだけ」になりがちな子ども
に少しでも友達と学ぶ楽しさを感じてほしい。そんな思いから、今井先
生のご指導の下で学習支援教材開発の方途について学び、教材を開発
しました。

開発者のコメント　　　              福島 貴子さん
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